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             疫学研究と生物統計：現状と展望
                                    佐 藤 俊 哉
 疫学研究で用いられている生物統計手法のレビューを行った結果のうち，疾病発生リスクの回帰モデ
ルを発表者の今後の研究課題として報告した．
 個人の疾病発生リスクのモデル化として，9enera1ized1inear modelと同様に9enera1ized risk
regression mode1，
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紹介した．このようなsparse－dataにおけるadditive risk，re1ative risk regressionの有効た推定方法
を開発するためには，Liang and Zeger（1986）の9enera1ized estimatingequationアプローチを1ogit
1ink以外の1ink fmction（identity or1og1ink）に拡張する必要があることを述べた．
                  参考 文 献
Liang，K．一Y．and Zeger，S，L．（1986）．Longitudina1data ana1ysis using genera1ized linear mode1s，
  j35omつeCガ尾α，73，13－22．
              ANewLookofSocia1Survey
                                    吉 野 諒 三
 近年，筆者が開発した計量心理学的モデルGenera1ized High Thresho1d（GHT）mode1と，その分
析結果の多次元表示法Vectoria1Angu1arRepresentation（VAR）を，日本人の国民性意識や，国民性
の国際比較に関連する社会調査データに適用し，分析を進めた．その結果として特に，日本人の国民性
